上海センター・シンポジウムのご案内

「”アジア共同体”を京都から構想する」
　2002年1月、シンガポールで当時の小泉首”相が「東アジア共同体」を提唱して以来、日本でも「東アジア共同体」の枠組みに関する議論が日本国内で、また多国間で交わされています。「ASEAN+日中韓」なのか、さらにインド、オーストラリア、ニュージーランドを含めた「ASEAN+6」なのか、などが論点となっています。今回は、これらの論点に加え、共同体の必要性、条件、現実性などの問題について、中国、韓国の関係部門の研究者に論じていただきます。日本側からも、この分野の研究書を最近出版された坂東慧国際経済労働研究所会長、また本上海センター設立に貢献された本山美彦京都大学名誉教授・大阪産業大学教授のご報告をいただきます。

　なお、本シンポジウムに先立ち、13:00-13:45には上海センター協力会総会を経済学部大会議室で開催、シンポジウム終了後には、再び当会場にて懇親会を開催します。合わせご参加いただければ幸いです。

日時　2008年6月30日(月)　午後2:00-5:45

会場　京都大学時計台記念館2階国際交流ホール

総合司会　山本裕美　京都大学経済学研究科上海センター長

討論司会　大西　広　京都大学経済学研究科上海センター副センター長
報告者

①張 燕生　中国国務院発展改革委員会対外経済研究所所長「東アジア共同体-中国の視点-」
②安 乗直　ソウル大学名誉教授「東アジア共同体-韓国の視点-」
③板東 慧　国際経済労働研究所会長「東アジア共同体かアジア共同体か」

④本山美彦　京都大学名誉教授、大阪産業大学教授「日本は米国の軛から逃れることができるか」

共催　　　　京都大学上海センター協力会　　

後援　北東アジア・アカデミック・フォーラム

